令和７年秋季海老名市火災予防運動実施計画
１　目的

この運動は、火災が発生しやすい時季を迎えるにあたり、火災予防思想の一層の普及を図り、もって火災の発生を防止し、高齢者を中心とする死者の発生を減少させるとともに、財産の損失を防ぐことを目的とする。

２　防火標語（令和７年度全国統一防火標語）
『　急ぐ日も　足止め火を止め　準備よし　』
３　実施期間

令和７年11月９日（日)から11月15日（土）までの７日間
４　実施機関

海老名市消防本部・海老名市消防署・海老名市消防団

５　協力機関

海老名市危険物安全推進協議会

海老名市女性防火推進員
海老名市少年消防クラブ
６　実施区域

海老名市全域

７　最重点項目
(１)　 地震火災対策の推進
(２)　 住宅防火対策の推進
 (３)　林野火災予防対策の推進
８　重点項目

(１)　防火対象物等における防火安全対策の徹底

　(２)　製品火災の発生防止に向けた取組の推進
　(３)　多数の者が集合する催しに対する火災予防指導等の徹底
(４)　乾燥時及び強風時の火災発生防止対策の推進
（５） 放火火災防止対策の推進
９　消防本部及び消防署の実施事項

(１)　広報活動関係
ア　市広報紙「広報えびな」及び「海老名市ホームページ」に本運動の
趣旨を掲載し本運動の徹底を図るとともに火災予防意識の高揚を図る。
イ　防火ポスターを公共施設及び各事業所等に配布し、市民等に対し本
運動の周知徹底を図る。
ウ　横断幕及び懸垂幕を消防本部等に掲出し、市民等に対し本運動の周
　知徹底を図る。

エ　火災予防広報のため消防車等に「火災予防運動実施中」のマグネッ
トシートを掲出し、巡回広報する。
オ　駅舎、デパート等に対し火災予防広報（放送）を依頼する。

カ　市内事業所等へ本運動の趣旨並びに各事業所の実情に合わせた消　
防訓練及び消防用設備等の点検を徹底するよう依頼する。

キ　本部所有の防火啓発ＤＶＤの貸し出しを行い、火災予防思想の普及
を図る。

ク　地域貢献型自動販売機、消防署北分署電光掲示板、自由通路デジ
タルサイネージ、ららぽーとデジタルサイネージ及び市役所エントランスホールデジタルサイネージにより火災予防運動期間であることを広報する。
　　ケ　海老名市消防本部入口に設置されているデジタルサイネージ及び海老名市消防本部インスタグラムに本運動を掲載し、火災予防運動期間であることを広報する。

(２)　予防査察関係

　　ア　特定防火対象物等の立入検査

　　イ　危険物施設等の立入検査　

(３)　警防活動関係

　　ア　消防機械器具等の点検整備を実施し、火災出動に対し万全を期する。
イ　管轄区域の道路状況及び消防水利の掌握に努め、有事に際し万全を
期する。

ウ　事業所等から自衛消防隊等の訓練指導について依頼があった場合
は、積極的に訓練指導を行う。

エ　枯草調査

10　消防団の実施事項
(１)　広報活動関係

　　ア　防火ポスター及びのぼり旗を各分団器具置場等に掲出する。

　　イ　運動期間中、消防車により受持区域等を巡回広報し、防火思想の普及を図り火災の警戒に努める。
※広報活動留意事項
　広報活動時間は21時までとし、住宅地については同じ場所を繰り返し広報しないことや警鐘は鳴らさず、音量を下げる等の配慮をお願いします。また、広報時は、可能な限り車両前後の赤色灯を消灯してください。
(２)　警防活動関係

ア　管轄区域の道路状況及び消防水利の掌握に努め、有事に際し万全を
期する。
　　イ　消防器具の点検整備を実施し、初動態勢の万全を期する。

　　ウ　水利、消防機械器具等に不備があった場合、遅滞なく消防本部へ連
　　　絡する。
11　協力機関の実施事項

(１)　海老名市危険物安全推進協議会
ア　各会員事業所に火災予防運動ののぼり旗及び防火ポスターを掲出
し、従業員等に対して本運動の周知徹底を図る。

イ　放送設備を有する各会員事業所に対して火災予防放送を依頼し、本
運動の周知徹底を図る。

(２)　海老名市女性防火推進員

　　ア　市内４駅においてティッシュ配布等を実施し、火災予防の啓発を図
る。

　　イ　実施場所は、海老名駅、厚木駅、かしわ台駅及びさがみ野駅とする。

(３)　海老名市少年消防クラブ

　　　　海老名駅においてティッシュ配布等を実施し、火災予防の啓発を図る。
(消防署・消防団広報文)
 例１
こちらは、海老名市（　　　　　）の広報班です。

ただいま全国一斉に秋の火災予防運動を実施しています。

これからの季節は寒さが厳しくなり、火を使う機会も増え火災が発生しやすくなります。
お出かけになるとき、お休みになるとき、火の元には十分注意いたしましょう。
また、住宅火災から大切な家族の命を守るため、住宅用火災警報器を設置しましょう。
『　急ぐ日も　足止め火を止め　準備よし　』

 例２
こちらは、海老名市（　　　　　）の広報班です。

ただいま全国一斉に秋の火災予防運動を実施しています。

火災はちょっとした不注意から発生します。

暖房器具などは正しく使いましょう。

また、家のまわりに燃えやすいものを置かないようにし、放火火災に十分注意しましょう。
『　急ぐ日も　足止め火を止め　準備よし　』

(事業所用広報文)
ただ今、全国一斉に秋の火災予防運動を実施しています。
これからの季節は寒さが厳しくなり、火を使う機会も増え火災が発生しやすくなります。

火災はちょっとした、不注意や不始末から発生します。
また、放火から大切な家族や家を守るため、家の周りに燃えやすいものを置かないようにし、皆さん一人ひとりが火災予防にご協力下さるようお願いします。
『　急ぐ日も　足止め火を止め　準備よし　』

（※放送文の内容については、各事業所において適宜変更して下さい。）

住宅防火　いのちを守る　10のポイント

《４つの習慣》

〇　寝たばこは、絶対にしない、させない。

〇　ストーブの周りに燃えやすいものを置かない。

〇　こんろを使うときは火のそばを離れない。
〇　コンセントはほこりを清掃し、不必要なプラグは抜く。

《６つの対策》
○　火災の発生を防ぐために、ストーブやコンロは安全装置の付いた機器を使用する。

○　火災の早期発見のために、住宅用火災警報器を定期的に点検し、10年を目安に交換する。

○　火災の拡大を防ぐために、部屋を整理整頓し、寝具、衣類及びカーテンは、防炎品を使用する。

○　火災を小さいうちに消すために、消火器等を設置し、使い方を確認しておく。
○　お年寄りや身体の不自由な人は、避難経路と避難方法を常に確保し、備
えておく。

○　防火防災訓練への参加、戸別訪問などにより、地域ぐるみの防火対策を行う。
